






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Global Gender Gap 
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）2017
」
を
発
表
し
た
。
対
象
は
世
界
一
四
四
か
国
で
、
格
差
が
少
な
い
一
位
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
二
位
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
三
位
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
日
本
は
一
一
四
位
で
あ
っ
た
。
先
進
国
で
は
ド
イ
ツ
十
二
位
、
英
国
十
五
位
な
ど
、
い
ず
れ
も
日
本
よ
り
上
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
は
相
対
的
に
低
位
で
、
中
国
一
〇
〇
位
、
韓
国
一
一
八
位
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
総
じ
て
共
通
し
た
社
会
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
読
み
書
き
能
力
、
初
等
・
中
等
教
育
な
ど
は
男
女
間
に
不
平
等
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
評
価
に
お
い
て
は
、
日
本
は
世
界
一
位
で
あ
り
、
中
国
は
高
等
教
育
と
教
授
・
専
門
職
で
は
男
女
平
等
が
進
ん
で
い
る
と
評
価
さ
れ
、
そ
の
点
は
世
界
一
位
と
さ
れ
た
。
　
人
間
は
皆
平
等
で
あ
り
、
男
女
同
権
で
あ
る
社
会
を
唱
え
た
親
鸞
の
夢
は
、
没
後
七
五
〇
年
余
経
っ
た
今
で
も
、
実
現
に
は
程
遠
い
現
実
が
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
第
十
一
条
が
基
本
的
人
権
を
謳
い
、
性
別
を
問
わ
ず
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
（
十
三
条
）、
第
十
四
条
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
平
等
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
　
国
連
は
二
〇
一
五
年
九
月
に
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
定
め
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
、
全
十
七
項
目
の
目
標
を
設
定
し
た
。
そ
の
第
一
項
は
、「
貧
困
を
な
く
そ
う
」、第
二
項
が
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」、第
五
項
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
で
あ
る
。
私
は
、
世
界
で
、
日
本
で
、
親
鸞
が
語
っ
た
夢
が
実
現
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
。
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
同
朋
和
敬
」
の
意
味
も
同
じ
で
あ
る
。
仏
教
文
化
研
究
所
に
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
研
究
活
動
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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新
出
現
の
親
鸞
真
蹟
『
廟
崛
偈
』
文
小
山　
正
文
　
　
　
親
鸞
と
聖
徳
太
子
　
鎌
倉
時
代
前
期
の
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
二
十
九
歳
の
親
鸞
は
、
二
十
年
間
に
も
及
ぶ
比
叡
山
で
の
学
問
修
行
を
捨しゃ
閉へい
閣かく
抛ほう
し
、
当
時
上
下
貴
賤
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
聖
徳
太
子
創
建
の
京
都
六
角
堂
（
紫
雲
山
頂
法
寺
）
に
百
日
の
参
籠
を
行
い
後
世
を
い
の
っ
た
。
そ
の
九
十
五
日
目
の
暁
、
太
子
の
文
を
結
ん
で
、
六
角
堂
本
尊
如
意
輪
観
音
救
世
菩
薩
の
示
現
に
あ
ず
か
り
、
法
然
房
源
空
の
門
に
入
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
親
鸞
の
自
力
聖
道
門
の
雑
行
を
棄
て
て
、
他
力
浄
土
門
の
本
願
に
帰
し
え
た
要かな
めに
、
太
子
の
導
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
親
鸞
は
、「
慶
ば
し
き
か
な
西
蕃
月
支
の
聖
典　
東
夏
日
域
の
師
釈　
遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り　
聞
き
難
く
し
て
已
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り　
真
宗
の
教
行
証
を
敬
信
し
て　
特
に
如
来
の
恩
徳
の
深
き
こ
と
を
知
ん
ぬ　
斯
を
以
て
聞
く
所
を
慶
び　
獲
る
所
を
嘆
ず
る
な
り
」（『
教
行
信
証
』
総
序
・
原
漢
文
）
と
い
う
九
十
年
に
及
ぶ
生
涯
を
送
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
が
た
め
に
親
鸞
は
、
終
生
太
子
に
奉
讃
の
ま
こ
と
を
捧
げ
、
太
子
に
関
す
る
和
讃
、
伝
記
、
銘
文
な
ど
の
撰
述
書
を
少
な
か
ら
ず
著
わ
し
て
い
る
。
今
そ
れ
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
（
以
下
、著
作
名
は
（ 
）
の
番
号
で
示
す
）。
 　
（
一
）『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』　
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
十
一
月
晦
日　
親
鸞
八
十
三
歳　
七
十
五
首
 　
（
二
）『
浄
土
和
讃
』　
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
十
一
月
廿
九
日　
親
鸞
八
十
四
歳　
十
三
首　
〔
通
常
依
用
の
『
浄
土
和
讃
』
と
は
同
名
異
本
で
、第
十
二
・
十
三
首
目
を
太
子
和
讃
と
す
る
〕
 　
（
三
）『
大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』　
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
二
月
卅
日　
親
鸞
八
十
五
歳　
百
十
四
～
五
首
 　
（
四
）『
正
像
末
法
和
讃
』　
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
閏
三
月
一
日　
親
鸞
八
十
五
歳
頃　
四
十
一
首　
〔
津
市
専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
正
像
末
法
和
讃
』
第
三
十
八
・
三
十
九
首
目
に
（
二
）
と
同
内
容
の
太
子
和
讃
二
首
を
入
れ
る
〕
 　
（
五
）『
上
宮
太
子
御
記
』　
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
五
月
十
一
日　
親
鸞
八
十
五
歳
〔『
三
宝
絵
』
に
基
づ
く
太
子
伝
〕
 　
（
六
）『
尊
号
真
像
銘
文
』　
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
六
月
二
十
八
日　
親
鸞
八
十
六
歳　
〔
聖
徳
太
子
画
像
の
銘
文
二
個
を
解
説
〕
 　
（
七
）『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』　
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）　
親
鸞
八
十
八
歳
頃
と
も　
十
一
首　
〔
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
三
月
蓮
如
開
板
本
『
正
像
末
和
讃
』
に
所
収
〕
　
親
鸞
の
こ
れ
ら
の
太
子
関
係
の
著
作
で
、
特
筆
す
べ
き
は
四
句
＝
四
行
を
以
て
一
首
と
す
る
和
讃
が
、
実
に
（
一
）、（
三
）、（
七
）
の
三
種
二
百
首
以
上
も
あ
る
こ
と
で
、こ
れ
以
外
の
親
鸞
作
和
讃
三
百
余
首
と
合
わ
せ
、和
讃
史
上
著
名
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
三
種
の
太
子
和
讃
の
う
ち
親
鸞
自
筆
本
が
、今
に
現
存
す
る
の
は（
一
）
の
み
で
、
そ
れ
も
全
部
で
は
な
く
断
簡
状
態
で
処
々
に
散
在
す
る
ば
か
り
だ
が
、
著
者
の
貴
重
な
真
蹟
と
し
て
大
切
に
保
存
伝
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、（
一
）
に
は
親
鸞
直
門
侶
の
真
仏
（
一
二
〇
九
～
五
八
）、
顕
智
（
一
二
二
六
～
一
三
一
〇
）
が
書
写
す
る
鎌
倉
時
代
の
古
写
善
本
が
、
津
市
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
重
文
の
指
定
を
受
け
て
い
て
、
見
読
に
は
全
然
支
障
を
き
た
さ
な
い
。
　
一
方
、
京
都
市
大
谷
大
学
図
書
館
に
は
、
光
遠
院
恵
空
（
一
六
四
四
～
一
七
二
一
）
の
書
写
に
な
る
江
戸
時
代
中
期
の
（
一
）
が
あ
る
。
こ
の
恵
空
本
は
右
の
真
仏
・
顕
智
本
と
内
容
構
成
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
、
近
年
と
み
に
注
目
さ
れ
る
写
本
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
恵
空
本
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
　
さ
て
、（
一
）
で
最
も
留
意
す
べ
き
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
諸
方
に
散
在
す
る
親
鸞
真
蹟
断
簡
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
二
十
五
～
六
点
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
元
来
、
真
蹟
本
は
、
真
仏
と
同
様
下
野
国
高
田
に
住
し
た
親
鸞
の
愛
弟
子
覚
信
へ
、
師
よ
り
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
2019．3．313
と
は
京
都
市
光
照
寺
蔵
の
表
紙
か
ら
わ
か
っ
て
お
り
、
親
鸞
が
覚
信
へ
写
与
し
た
年
月
日
も
、
真
仏
本
の
奥
書
か
ら
建
長
七
年
十
一
月
晦
日
と
み
ら
れ
て
き
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
真
仏
本
と
上
記
の
恵
空
本
を
対
比
研
究
し
た
可
西
大
秀
師
（『
真
宗
聖
教
解
説
』
一
九
三
一
年
、
仏
教
普
及
会
）、
本
井
信
雄
師
（「『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
恵
空
書
写
本
考
」、
一
九
八
一
年
、『
大
谷
学
報
』
六
〇
─
四
）
に
よ
る
と
、
ま
ず
可
西
師
は
、
恵
空
本
の
末
尾
に
は
真
仏
本
に
な
い
『
廟
崛
偈
』
文
と
『
涅
槃
経
』
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
金
沢
市
専
光
寺
と
八
幡
市
（
北
九
州
市
八
幡
東
区
も
し
く
は
同
西
区
に
該
当
か
）
村
田
万
吉
氏
所
蔵
の
『
廟
崛
偈
』
文
、お
よ
び
『
涅
槃
経
』
文
の
親
鸞
真
蹟
は
、
恵
空
本
の
原
本
に
当
た
る
覚
信
へ
授
与
の
（
一
）
の
断
簡
と
看
破
し
た
の
で
あ
る
。
　
他
方
、
本
井
師
は
真
仏
本
の
第
四
十
七
・
八
首
の
番
号
の
と
こ
ろ
に
は
、
恵
空
本
の
第
六
十
七
・
八
首
の
和
讃
が
入
っ
て
お
り
、
逆
に
恵
空
本
の
第
四
十
七
・
八
首
の
位
置
へ
は
、
真
仏
本
の
第
六
十
七
・
八
首
の
和
讃
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
ま
で
守
山
市
真
光
寺
の
門
徒
宅
内
仏
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
が
、
今
は
所
在
不
明
の
（
一
）
の
親
鸞
真
蹟
断
簡
に
着
目
す
る
。
そ
の
文
面
は
「
六
十
八 
四
百
八
十
余ヨ
年ネン
ヘ
テ　
漢カン
土ト
ニ
ワ
タ
シ
キ
タ
リ
テ
ハ　
ミ
ヤ
コ
ノ
西ニシ
ニ
テ
ラ
ヲ
タ
テ　
白ハク
馬ハ
寺シ
ト
ソ
ナ
ツ
ケ
タ
ル
」
と
あ
り
、
こ
れ
の
首
数
番
号
と
本
文
が
、
恵
空
本
と
一
致
し
て
い
る
事
実
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
恵
空
本
こ
そ
が
、
方
々
に
散
在
す
る
真
蹟
本
の
原
形
を
よ
く
伝
え
る
写
本
と
判
明
し
た
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
親
鸞
は
、
真
仏
本
の
親
本
で
あ
る
建
長
七
年
本
と
、
恵
空
本
の
原
本
に
当
た
る
覚
信
授
与
本
の
都
合
二
本
の
（
一
）
を
手
懸
け
た
こ
と
と
な
り
、
二
本
に
内
容
や
構
成
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
謎
も
解
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
真
仏
本
の
親
本
が
親
鸞
八
十
三
歳
作
な
ら
ば
、
覚
信
授
与
本
は
何
歳
頃
に
な
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
さ
い
わ
い
覚
信
授
与
本
に
は
、
親
鸞
真
蹟
の
断
簡
が
幾
葉
か
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
少
な
か
ら
ず
現
存
す
る
他
の
親
鸞
真
蹟
本
と
を
比
較
検
討
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
年
代
は
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。
そ
の
結
果
、
建
長
年
間
よ
り
も
後
の
康
元
・
正
嘉
（
一
二
五
六
～
八
）
頃
、
す
な
わ
ち
親
鸞
晩
年
の
八
十
四
～
六
歳
頃
の
伸
び
や
か
で
、
雄
勁
な
筆
致
に
近
い
と
鑑
せ
ら
れ
る
。
　
そ
こ
で
、
こ
の
間
の
親
鸞
の
行
実
で
、（
一
）
に
関
わ
る
も
の
を
求
め
て
み
る
と
、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
八
十
五
歳
の
と
き
、（
二
）
の
太
子
和
讃
を
作
し
て
い
る
事
項
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
（
二
）
は
（
一
）
と
セ
ッ
ト
で
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
道
顕
、応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
に
光
殊
（
マ
マ
）丸
従
覚
慈
俊
、文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
覚
如
宗
昭
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
て
い
る
事
実
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
親
鸞
は
（
二
）
を
作
し
た
康
元
二
年
に
（
一
）
も
合
わ
せ
て
筆
写
し
、
こ
れ
を
セ
ッ
ト
で
覚
信
へ
授
与
し
た
可
能
性
も
、
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
磯
長
の
『
廟
崛
偈
』
文
　
こ
の
よ
う
に
親
鸞
真
蹟
の
覚
信
授
与
本
（
一
）
の
素
性
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
可
西
師
の
い
わ
れ
た
ご
と
く
、金
沢
市
専
光
寺
や
旧
八
幡
市
村
田
万
吉
氏
蔵
『
廟
崛
偈
』
文
も
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
　
『
廟
崛
偈
』
は
聖
徳
太
子
が
生
前
に
築
造
し
た
河
内
国
磯し
長なが
（
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
叡
福
寺
）
の
陵
墓
内
に
、
み
ず
か
ら
結
偈
し
た
石
碑
文
で
、
そ
の
全
文
は
親
鸞
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
法
隆
寺
学
問
僧
顕
真
の
『
聖
徳
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
に
よ
る
と
、
次
掲
の
十
行
二
十
句
よ
り
な
る
（
〇
内
の
数
字
は
句
数
を
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
、
以
下
各
句
の
本
文
も
そ
の
番
号
で
示
す
）。
　
　
　
　
　
太
子
廟
崛
内
石
面
自
注
記
文　
松
子
写
此
令 
流 
布
　
　
①　
大
慈
大
悲
本
誓
願　
　
　
　
　
②　
愍
念
衆
生
如
一
子
　
　
③　
是
故
方
便
従
西
方　
　
　
　
　
④　
誕
生
片
洲
興
正
法
　
　
⑤　
我
身
救
世
観
世
音　
　
　
　
　
⑥　
定
恵
契
女
大
勢
至
　
　
⑦　
生
育
我
身
大
悲
母　
　
　
　
　
⑧　
西
方
救
主
弥
陀
尊
　
　
⑨　
真
如
真
実
本
一
躰　
　
　
　
　
⑩　
一
躰
現
三
同
一
身
　
　
⑪　
片
域
化
縁
亦
已
尽　
　
　
　
　
⑫　
還
帰
西
方
我
浄
土
　
　
⑬　
為
度
末
世
諸
衆
生　
　
　
　
　
⑭　
父
母
所
生
血
肉
身
　
　
⑮　
遺
留
勝
地
此
廟
崛　
　
　
　
　
⑯　
三
骨
一
廟
三
尊
位
　
　
⑰　
過
去
七
仏
法
輪
所　
　
　
　
　
⑱　
大
乗
相
応
功
徳
地
　
　
⑲　
一
度
参
詣
離
悪
趣　
　
　
　
　
⑳　
決
定
往
生
極
楽
界
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こ
の
『
廟
崛
偈
』
文
は
、
太
子
の
舎とね
り人
大おお
鳥とり
部べ
文ぶん
や
の屋
松まつ
子こ
が
編
し
た
当
初
十
巻
あ
る
い
は
十
二
巻
も
あ
っ
た
『
松
子
伝
』
と
通
称
さ
れ
る
太
子
伝
の
第
十
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
流
布
し
た
と
い
う
。
偈
文
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
磯
長
の
太
子
廟
に
は
、
推
古
天
皇
の
法
興
三
十
一
年
（
六
二
一
）
十
二
月
二
十
一
日
に
崩
じ
た
用
明
天
皇
皇
后
で
、
太
子
の
母
に
当
た
る
穴あな
穂ほ
部べ
間はし
人ひと
、
そ
の
翌
年
二
月
二
十
一
日
に
亡
く
な
っ
た
太
子
妃
の
膳かし
わ
で
の
ほ
き
き
み
の
い
ら
つ
め
菩
岐
々
美
郎
女
、
続
い
て
翌
二
十
二
日
に
薨
じ
た
太
子
の
三
人
が
、
合
葬
さ
れ
る
違
例
の
円
墳
墓
と
な
っ
て
い
る
。
　
『
廟
崛
偈
』
文
⑤
～
⑧
は
、
そ
の
三
人
が
弥
陀
＝
太
子
母
、
観
音
＝
太
子
、
勢
至
＝
太
子
妃
の
三
尊
に
擬
す
る
点
を
見
遁
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
は
平
安
中
期
以
降
勃
興
し
て
く
る
浄
土
教
思
想
が
、
す
で
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
『
廟
崛
偈
』
文
が
、
太
子
の
親
作
で
は
な
く
後
世
の
作
に
な
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、『
廟
崛
偈
』
文
は
、
磯
長
に
依
る
念
仏
勧
進
聖
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
的
に
広
め
ら
れ
、
太
子
自
記
説
は
絶
対
的
と
な
り
、
偈
文
の
⑲
・
⑳
は
誰
も
信
じ
て
疑
わ
ず
、
親
鸞
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、親
鸞
見
写
の
『
廟
崛
偈
』
文
を
恵
空
本
（
一
）
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
全
十
行
二
十
句
の
う
ち
⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑫
の
二
行
四
句
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
に
み
た
和
讃
二
首
の
位
置
が
入
れ
替
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
老
齢
化
に
と
も
な
う
親
鸞
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
は
、
一
概
に
言
え
な
い
面
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
親
鸞
に
は
太
子
関
係
著
作
の
（
五
）
に
も
『
廟
崛
偈
』
文
を
掲
載
す
る
が
、
そ
の
全
文
は
末
尾
に
「
印
度
号
勝
鬘
夫
人　
震
旦
称
恵
思
禅
師
」
の
一
行
二
句
が
加
わ
っ
た
十
一
行
二
十
二
句
本
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
親
鸞
の
時
代
、『
廟
崛
偈
』
文
は
「
最
秘
事
也
」
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
顕
真
の
『
古
今
目
録
抄
』
に
も
み
え
る
の
で
、
秘
さ
れ
れ
ば
秘
さ
れ
る
ほ
ど
広
が
る
性
質
が
あ
る
と
同
時
に
、
異
文
の
も
の
も
多
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
要
は
親
鸞
の
見
た
『
廟
崛
偈
』
文
は
、
八
行
十
六
句
本
と
十
一
行
二
十
二
句
本
の
二
種
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、（
二
）
の
②
の
「
衆
生
」
が
、（
五
）
で
は
「
有
情
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
は
、
建
長
七
年
頃
か
ら
親
鸞
が
、
旧
訳
の
「
衆
生
」
よ
り
玄
奘
（
六
〇
〇
～
六
四
）
以
後
の
新
訳
「
有
情
」
を
良
し
と
し
た
反
映
で
あ
ろ
う
ゆ
え
、
こ
こ
は
親
鸞
の
改
変
と
み
て
お
く
。
　
　
　
親
鸞
真
蹟
の
『
廟
崛
偈
』
文
　
さ
て
、
以
上
の
ご
と
く
、
今
は
断
簡
状
態
と
な
っ
て
い
る
親
鸞
真
蹟
（
一
）
の
覚
信
授
与
本
に
は
、
親
鸞
在
世
中
の
写
本
で
あ
る
真
仏
本
に
は
な
い
『
廟
崛
偈
』
文
と
『
涅
槃
経
』文
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、金
沢
市
の
真
宗
巨
刹
専
光
寺
蔵『
廟
崛
偈
』
文
四
行
一
軸
（
図
版
一
）
は
、
そ
の
一
部
分
に
相
当
す
る
。
覚
信
本
の
原
形
を
伝
え
る
恵
空
本
に
照
ら
す
と
、
専
光
寺
断
簡
の
前
後
に
は
、
な
お
各
一
ペ
ー
ジ
分
ず
つ
の
親
鸞
撰
述
年
月
日
や
『
廟
崛
偈
』
文
、
そ
れ
に
『
涅
槃
経
』
文
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
き
専
光
寺
に
は
、（
一
）
の
奥
書
「
建
長
七
歳
乙
卯
十
一
月
晦
日
書
之　
愚
禿
親
鸞　
八
十
三
歳
」
も
存
す
る
と
早
く
か
ら
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
上
に
引
用
し
て
お
い
た
よ
う
に
可
西
師
は
、
専
光
寺
の
『
廟
崛
偈
』
文
が
八
幡
市
村
田
万
吉
氏
蔵
の
断
簡
に
連
絡
す
る
と
も
記
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
重
要
か
つ
大
変
興
味
深
い
情
報
で
、
全
部
を
合
わ
せ
る
と
（
一
）
の
覚
信
授
与
本
に
付
記
さ
れ
て
い
た
親
鸞
真
蹟
の
『
廟
崛
偈
』
文
、『
涅
槃
経
』
文
の
全
文
が
揃
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
点
の
う
ち
専
光
寺
の
『
廟
崛
偈
』
文
以
外
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
写
真
す
ら
一
度
も
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
た
な
か
筆
者
は
、
当
研
究
所
が
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
八
月
に
実
施
し
た
福
井
県
越
前
町
浄
勝
寺
調
査
で
見
出
し
た
『
廟
崛
偈
』
文
、『
涅
槃
経
』
文
の
朱
筆
に
よ
る
影
写
本
は
、
そ
の
筆
致
か
ら
専
光
寺
の
断
簡
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
直
感
し
、
こ
の
部
分
の
親
鸞
真
蹟
は
、
ど
こ
か
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
確
信
し
た
次
第
で
あ
る
。
　
は
た
し
て
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五
月
京
都
の
某
古
書
肆
目
録
に
、
浄
勝
寺
影
写
本
の
原
本
に
相
当
す
る
親
鸞
真
蹟
が
出
て
い
る
で
は
な
い
か
。
早
速
発
注
し
た
ら
さ
い
わ
い
に
も
安
城
市
本
證
寺
林
松
院
文
庫
へ
納
ま
っ
た
の
で
、
本
報
を
借
り
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
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新
出
の
こ
の
真
蹟
断
簡
（
図
版
二
）
は
、
縦
二
六
・
七
×
横
一
九
・
六
セ
ン
チ
を
計
測
し
、
専
光
寺
断
簡
の
縦
二
六
・
五
×
横
一
七
・
六
セ
ン
チ
に
近
い
数
値
を
示
す
。
紙
質
は
や
や
毳
立
っ
た
鎌
倉
時
代
の
楮
紙
で
、
こ
れ
も
専
光
寺
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
紙
面
に
は
漢
字
五
行
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
細
か
く
振
り
仮
名
、
読
み
仮
名
、
返
り
点
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
筆
致
筆
跡
は
、
枯
淡
の
中
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
力
強
い
も
の
で
、
こ
れ
が
前
ペ
ー
ジ
の
専
光
寺
断
簡
と
同
一
筆
者
に
よ
る
同
時
書
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
紙
面
五
行
の
う
ち
、
は
じ
め
の
二
行
は
、『
廟
崛
偈
』
文
の
末
尾
⑰
・
⑱
・
⑲
・
⑳
が
、
専
光
寺
断
簡
に
連
続
し
て
、
筆
墨
を
改
め
る
こ
と
な
く
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
引
き
続
き『
涅
槃
経
』
巻
第
二
十
梵
行
品
阿
闍
世
王
供
讃
偈
の
文
八
句
が
一
気
呵
成
に
書
か
れ
て
、（
一
）
全
体
の
筆
が
擱
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
文
は
、
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
頃
の
著
作
と
さ
れ
る
『
教
行
信
証
』
信
巻
（『
増補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
三
〇
〇
～
一
ペ
ー
ジ
）、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
～
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
頃
に
成
っ
た
『
見
聞
集
』
二
（
同
第
九
巻
一
一
四
～
五
ペ
ー
ジ
）、康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
撰
述
の
『
浄
土
和
讃
』（
同
第
十
巻
口
絵
三
・
三
八
〇
～
一
ペ
ー
ジ
）
等
々
の
著
述
類
で
も
親
鸞
は
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
余
程
重
視
し
て
い
た
経
文
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
　
今
回
出
現
の
『
涅
槃
経
』
文
は
、右
掲
『
浄
土
和
讃
』
所
載
の
も
の
と
瓜
二
つ
で
、
（
一
）の
覚
信
授
与
本
の
年
代
も
、そ
れ
に
近
い
親
鸞
八
十
五
歳
あ
た
り
と
み
る
の
も
、
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
考
す
る
。
　
な
お
、
こ
こ
で
新
出
断
簡
が
、
専
光
寺
断
簡
に
続
く
親
鸞
真
蹟
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
双
方
に
共
通
し
て
登
場
す
る
文
字
を
左
に
抽
出
し
、
比
較
検
討
の
便
宜
に
供
し
た
く
思
う
（
数
字
は
双
方
に
出
て
く
る
同
漢
字
を
回
数
順
に
示
し
た
も
の
）。
　
　
　
　
生
〔
5
〕　
世
〔
4
〕　
大
〔
4
〕　
為
〔
4
〕　
母
〔
3
〕
　
　
　
　
尊
〔
3
〕　
衆
〔
3
〕　
所
〔
3
〕　
一
〔
3
〕　
定
〔
2
〕　
　
　
　
　
悲
〔
2
〕　
度
〔
2
〕　
諸
〔
2
〕　
父
〔
2
〕　
地
〔
2
〕
　
　
　
宣
如
の
極
書
　
表
裏
一
体
を
な
す
専
光
寺
と
新
出
の
親
鸞
真
蹟
断
簡
に
は
、
共
に
東
本
願
寺
第
十
三
代
宣
如
（
一
六
〇
四
～
五
八
）
の
極
き
わ
め
書がき
が
付
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
「
右　
親
鸞
聖
人
真
跡
也　
釈
宣
如
（
花
押
）」
と
あ
り
、
後
者
も
、「
真
跡
」
が
「
真
筆
」
と
書
か
れ
て
い
る
以
外
同
文
で
あ
る
。
極
書
の
前
者
の
大
き
さ
は
、
縦
二
六
・
五
×
横
五
・
〇
セ
ン
チ
。
後
者
の
そ
れ
は
、
二
六
・
七
×
五
・
五
セ
ン
チ
で
、
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。
　
専
光
寺
第
十
一
代
宣
慶
（
一
六
二
九
～
六
七
）
の
室
は
、
宣
如
の
息
女
長
子
（
一
六
二
九
～
九
〇
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
輿
入
の
際
、
持
参
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
出
本
の
来
歴
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
落
ち
着
い
た
立
派
な
古こ
金きん
襴らん
表
装
、
美
事
な
水
晶
の
太
き
軸
首
、
そ
し
て
本
願
寺
法
主
宣
如
の
極
書
が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
よ
り
、
こ
れ
も
や
は
り
本
願
寺
と
親
縁
関
係
に
あ
る
然
る
べ
き
真
宗
古
刹
に
伝
図版一（金沢市専光寺蔵）図版二（安城市本證寺蔵）
図版一・図版二は、親鸞真蹟で、門侶の覚信へ授与された『皇太子聖徳奉讃』
の最末尾表裏に相当するものである。
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来
し
た
法
宝
物
で
あ
っ
た
と
想
像
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
新
出
本
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
頃
、
八
幡
市
村
田
万
吉
氏
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
可
西
師
の
著
書
か
ら
わ
か
る
が
、
軸
箱
内
に
は
、「
親
鸞
聖
人
御
真
筆　
涅
槃
経
ノ
御
文　
　
但
シ
宣
如
上
人
御
極
メ
付　
右
之
仏
ヲ
入
ル
凾
也　
当
時
右
ノ
仏
及
極
メ
共　
仏
様
箱
江
入
置
有
之
候
也　
増
田
主
」
と
紙
片
に
墨
書
さ
れ
た
覚
が
入
っ
て
お
り
、
本
断
簡
の
持
主
が
村
田
氏
よ
り
増
田
氏
へ
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
こ
の
親
鸞
真
蹟
の
出
現
を
機
に
拙
著
の
誤
り
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
可
西
師
の
上
掲
名
著
五
七
～
八
ペ
ー
ジ
の
専
光
寺
に
蔵
す
る
文
は
、「
八
幡
市
村
田
万
吉
氏
所
蔵
の
断
簡
に
連
絡
す
る
」
と
の
記
述
を
、
村
田
氏
断
簡
の
内
容
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
筆
者
は
、
自
分
勝
手
に
専
光
寺
断
簡
が
、
村
田
氏
断
簡
に
連
絡
す
る
も
の
と
解
釈
し
、
拙
著
『
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
四
四
六
頁
（
二
〇
〇
〇
年
法
藏
館
）、『
続
・
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
三
九
ペ
ー
ジ
（
二
〇
一
三
年
法
藏
館
）
に
も
、
そ
の
よ
う
に
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
可
西
師
に
深
く
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
拙
著
の
誤
記
を
こ
こ
に
訂
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。
　
な
に
は
と
も
あ
れ
、
新
た
に
親
鸞
真
蹟
が
出
現
し
た
こ
と
を
慶
喜
し
、
間
も
な
く
迎
え
る
聖
徳
太
子
千
四
百
回
遠
忌
の
際
に
、
処
々
に
散
在
す
る
親
鸞
真
蹟
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
を
一
堂
に
集
め
る
画
期
的
な
展
示
が
、
催
さ
れ
れ
ば
と
念
願
し
擱
筆
す
る
も
の
で
あ
る
。
【
謝
辞
】
今
年
度
、
研
究
所
の
『
所
報
』、
お
よ
び
、『
紀
要
』
の
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
専
光
寺
ご
住
職
の
特
別
な
ご
理
解
の
も
と
、
こ
れ
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
一
月
二
十
二
日
〔
新
刊
紹
介
〕
安
藤　
弥
◎
青
木
馨
著
『
本
願
寺
教
団
展
開
の
基
礎
的
研
究
─
戦
国
期
か
ら
近
世
へ
』
　
本
書
は
、
本
研
究
所
の
客
員
所
員
を
長
ら
く
お
務
め
い
た
だ
き
、
真
宗
史
料
調
査
の
主
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
著
者
が
、
大
谷
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
で
あ
る
。
学
位
〈
博
士
（
文
学
）〉
取
得
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
　
次
に
本
書
の
目
次
を
掲
げ
る
。
序　
論
─
─
研
究
史
と
課
題
第
Ⅰ
編　
三
河
に
お
け
る
地
域
道
場
か
ら
教
団
へ
の
展
開
　
第
一
章　
三
河
の
初
期
真
宗
概
観
　
第
二
章　
文
明
十
六
年
『
如
光
弟
子
帳
』
　
　
第
一
節　
如
光
門
徒
道
場
の
形
成
　
　
第
二
節　
『
如
光
弟
子
帳
』
の
性
格
　
　
第
三
節　
「
天
正
十
九
年
末
寺
帳
」
　
第
三
章　
本
宗
寺
の
成
立
と
展
開
　
　
第
一
節　
本
宗
寺
の
創
建
　
　
第
二
節　
吉
野
門
徒
の
動
向
　
　
第
三
節　
本
宗
寺
実
円
　
　
第
四
節　
別
坊
鷲
塚
坊
　
　
第
五
節　
補
結
　
第
四
章　
本
願
寺
教
団
の
形
成
　
　
第
一
節　
三
河
の
大
坊
主
の
動
向
　
　
第
二
節　
裏
書
史
料
に
見
る
末
寺
道
場
の
成
立
と
分
布
　
　
第
三
節　
両
本
宗
寺
寺
内
と
三
河
門
末
の
与
力
化
　
補　
論　
「
御
文
」
本
流
布
の
実
態
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第
Ⅱ
編　
本
願
寺
門
主
制
と
近
世
の
末
寺
身
分
　
第
一
章　
本
願
寺
門
主
制
の
性
格
　
　
第
一
節　
門
主
の
権
能
　
　
第
二
節　
門
主
制
と
近
世
家
元
制
　
第
二
章　
戦
国
期
門
主
と
そ
の
一
族
─
─
装
束
に
見
る
─
─
　
　
第
一
節　
教
行
寺
実
誓
影
像
と
装
束
　
　
第
二
節　
門
主
と
一
族
の
社
会
的
身
分
　
第
三
章　
近
世
「
似
影
」
に
見
る
住
職
家
の
成
立
と
格
付
　
　
第
一
節　
真
影
と
似
影
　
　
第
二
節　
法
衣
と
身
分
　
　
第
三
節　
近
世
的
身
分
と
家
元
制
　
　
第
四
節　
地
方
家
元
化
へ
の
動
向
　
補　
論　
願
力
寺
所
蔵
史
料
『
余
間
昇
進
記
録
』
第
Ⅲ
編　
本
願
寺
下
付
物
と
墨
書
名
号
　
第
一
章　
戦
国
期
本
尊
・
影
像
論
　
　
第
一
節　
蓮
如
・
実
如
期
下
付
と
「
裏
書
」
　
　
第
二
節　
名
号
本
尊
と
絵
像
本
尊
　
　
第
三
節　
開
山
親
鸞
像
と
蓮
如
寿
像
　
第
二
章　
墨
書
名
号
の
考
察
　
　
第
一
節　
草
書
体
六
字
名
号
　
　
第
二
節　
蓮
如
筆
墨
書
名
号
の
意
義
　
　
第
三
節　
蓮
如
・
実
如
期
下
付
本
尊
と
墨
書
名
号
　
補　
論　
墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て
総　
論　
由
緒
・
伝
承
の
成
立
　
　
第
一
節　
御
旧
跡
の
成
立
　
　
第
二
節　
法
宝
物
と
聖
地
の
創
出
　
　
第
三
節　
願
力
寺
由
緒
の
創
成
結　
語
　
本
書
は
、
蓮
如
期
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
形
成
に
際
し
て
、
そ
の
基
底
を
な
し
た
在
地
道
場
の
生
成
を
基
本
的
視
点
と
し
、
こ
れ
ら
の
道
場
が
近
世
的
寺
院
へ
と
成
長
し
、
教
団
内
身
分
を
獲
得
し
て
ゆ
く
様
相
を
考
察
す
る
も
の
と
さ
れ
る
（
序
論
、
三
頁
）。
　
第
Ⅰ
部
で
は
、
三
河
地
域
を
事
例
に
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
教
団
の
形
成
を
論
ず
る
。
末
寺
帳
を
中
心
に
佐
々
木
上
宮
寺
の
門
徒
分
布
を
検
討
し
、
ま
た
、
一
家
衆
寺
院
本
宗
寺
の
歴
史
的
展
開
を
土
呂
・
鷲
塚
両
坊
体
制
と
い
う
視
点
を
中
心
に
論
じ
た
上
で
、
総
合
把
握
を
提
示
す
る
。
　
第
Ⅱ
部
で
は
、
本
願
寺
「
門
主
」
制
の
歴
史
的
特
徴
を
近
世
の
家
元
制
に
求
め
、
そ
れ
に
基
づ
く
門
主
の
権
能
を
論
じ
る
。
と
く
に
許
可
さ
れ
る
法
衣
・
装
束
が
絵
画
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
検
討
し
、
そ
の
実
態
と
と
も
に
、
権
威
化
の
動
向
・
実
態
を
問
題
と
し
て
把
握
す
る
。
　
第
Ⅲ
部
で
は
、著
者
の
研
究
の
焦
眉
で
あ
る
蓮
如
筆
名
号
に
関
す
る
論
考
を
軸
に
、
本
願
寺
下
付
物
と
そ
れ
を
取
り
ま
く
歴
史
状
況
を
論
ず
る
。
筆
跡
の
特
徴
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
、
蓮
如
・
順
如
・
実
如
ら
の
名
号
を
見
極
め
る
手
法
の
提
示
は
画
期
的
で
、
こ
れ
が
真
宗
名
号
研
究
の
基
準
と
な
る
。
　
本
書
は
最
後
に
総
論
を
配
置
し
、
そ
の
課
題
が
「
由
緒
・
伝
承
・
旧
跡
は
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
た
の
か
？
」（
帯
文
）
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
①
三
河
地
域
教
団
の
形
成
も
、
②
本
願
寺
「
門
主
」
制
論
も
、
③
名
号
研
究
も
、
④
由
緒
・
伝
承
と
い
う
課
題
に
よ
っ
て
貫
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
疑
問
を
持
つ
読
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
が
（
④
が
な
く
と
も
①
②
③
い
ず
れ
も
独
自
の
論
点
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
）、
④
の
課
題
で
①
②
③
を
総
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
視
点
こ
そ
が
、
著
者
の
研
究
の
す
ぐ
れ
た
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
を
支
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
本
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
著
者
の
研
究
は
、
本
研
究
所
四
十
年
の
研
究
活
動
の
歩
み
と
と
も
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
真
宗
法
宝
物
史
料
研
究
に
比
類
な
き
足
跡
を
残
し
た
著
者
の
「
生
き
て
き
た
証
」（
あ
と
が
き
）
を
示
す
一
書
で
あ
る
が
、
今
後
い
っ
そ
う
の
研
究
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍
を
念
ず
る
次
第
で
あ
る
。
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本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群（
本
慶
文
庫
）整
理
作
業
中
間
報
告［
二
］
　
本
慶
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
南
濃
町
）
の
住
職
山
上
正
宣
氏
か
ら
、
同
寺
所
蔵
の
書
籍
群
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
の
は
二
〇
一
二
年
度
の
こ
と
で
あ
る
。
本
学
第
三
代
学
長
山
上
正
尊
を
輩
出
し
た
同
寺
に
は
、学
術
書
は
も
ち
ろ
ん
、
学
園
関
係
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
　
そ
の
後
、
法
宝
物
の
一
部
と
と
も
に
書
籍
群
の
寄
託
を
受
け
、
整
理
に
取
り
掛
か
っ
た
が
、
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昨
年
度
の
所
報
で
整
理
作
業
の
中
間
報
告
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
た
が
、
今
号
で
も
中
間
報
告
［
二
］
を
行
う
（
文
責　
安
藤
弥
）。
＊
〔
山
上
正
尊
と
同
朋
学
園
〕
　
山
上
正
尊
（
一
八
九
〇
─
一
九
六
九
）
は
、
同
朋
大
学
第
三
代
学
長
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
朋
学
園
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
る
。
関
係
年
表
を
次
に
掲
げ
る
。
　
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月　
私
立
真
宗
専
門
学
校
教
授　
（
三
十
六
歳
）
　
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四
月　
東
海
同
朋
大
学
教
授　
（
六
十
歳
）
　
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
一
月　
東
海
同
朋
大
学
学
長　
（
六
十
七
歳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月　
学
校
法
人
同
朋
大
学
理
事
長　
（
〃
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
〃 　
同
朋
幼
稚
園
園
長
　
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
二
月　
同
朋
大
学
学
長　
（
六
十
九
歳
）
　
（
～
同
年
三
月
三
十
一
日
）
　
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月　
名
古
屋
音
楽
短
期
大
学
学
長　
（
七
十
五
歳
）
　
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月　
名
古
屋
造
形
芸
術
短
期
大
学
学
長
（
七
十
七
歳
）
　
す
な
わ
ち
、
学
校
法
人
の
理
事
長
も
務
め
、
さ
ら
に
、
同
朋
学
園
五
機
関
中
、
高
校
以
外
の
四
機
関
の
長
を
務
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
音
楽
大
学
と
造
形
大
学
の
い
ず
れ
も
開
学
と
と
も
に
初
代
学
長
を
務
め
て
い
る
点
は
ま
た
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
　
そ
の
た
め
、
本
慶
寺
か
ら
寄
託
を
受
け
た
中
に
は
往
時
の
学
園
を
知
る
貴
重
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
主
に
学
生
・
園
児
や
教
職
員
の
動
向
、
教
育
・
研
究
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
講
義
「
真
宗
聖
教
史
論
」
の
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
〔
山
上
正
尊
の
著
述
と
真
宗
聖
教
史
論
〕
　
山
上
正
尊
の
研
究
者
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
は
本
格
的
検
討
を
待
た
な
く
て
な
ら
な
い
。
次
に
主
要
著
述
を
掲
げ
て
お
く
。
・『
愚
禿
親
鸞
の
意
義
』（
其
弘
堂
書
店
、
一
九
三
一
年
）
・『
愚
禿
親
鸞
教
義
の
精
要
』（
其
弘
堂
書
店
、
一
九
三
二
年
）
・『
三
部
経
大
意
の
検
討　
建
長
正
嘉
両
本
対
照
』（
東
本
願
寺
、
一
九
三
五
年
）
・『
南
国
の
原
始
真
宗
』（
其
弘
堂
書
店
、
一
九
三
六
年
）
・『
一
念
多
念
文
意
講
讃
』（
東
本
願
寺
、
一
九
五
六
年　
〔
安
居
本
講
〕）
・『
仏
典
用
語
略
字
』（
東
海
同
朋
大
学
同
朋
学
会
、
一
九
五
七
年
）
・『
祖
聖
を
偲
び
て
』（
同
朋
学
園
、
一
九
六
一
年
）
・『
教
行
信
証
証
巻
講
』（
出
版
社
・
年
次
不
明
）
　
こ
こ
に
「
真
宗
聖
教
史
」
と
い
う
テ
ー
マ
・
視
点
を
持
っ
て
み
る
と
、『
真
宗
学
報
』
第
二
号
（
真
宗
専
門
学
校
、
一
九
二
七
年
）
に
願
得
寺
実
悟
の
『
聖
教
目
録
聞
書
』
を
初
め
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
同
史
料
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
正
尊
が
善
徳
寺
（
現
富
山
県
南
砺
市
）
で
発
見
し
た
と
い
う
。
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
貴
重
な
真
宗
聖
教
目
録
史
料
で
あ
る
。
正
尊
が
そ
う
し
た
真
宗
寺
院
史
料
調
査
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
真
宗
聖
教
の
歴
史
的
展
開
を
確
か
め
な
が
ら
、「
祖
聖
」
な
る
「
愚
禿
親
鸞
」
の
教
学
を
た
ず
ね
て
い
く
学
問
的
手
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
特
徴
で
あ
る
。
　
何
よ
り
も
、
研
究
調
査
の
成
果
を
学
生
教
育
の
現
場
で
活
か
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
学
教
員
と
し
て
の
重
要
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
考
を
期
し
た
い
。
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研
究
会
活
動
報
告
》
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
武
田　
　
龍
　
開
催
日　
4
／
23
、
5
／
14
、
6
／
25
、
7
／
25
、
8
／
30
、
9
／
28
、
　
　
　
　
　
10
／
11
、
11
／
22
、
12
／
26
、
2
／
5
、
3
／
12
　
参
加
者　
玉
井
威
・
武
田
龍
・
宮
崎
保
光
・
蒲
池
勢
至
・
岩
瀬
真
寿
美
・
中
川
剛
・
大
住
誠
　
前
田
惠
學
博
士
の
呼
び
か
け
に
よ
り
「
仏
教
に
お
け
る
最
高
究
極
の
価
値
と
は
何
か
」
を
課
題
と
し
て
二
〇
〇
四
年
四
月
に
発
足
し
た
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
は
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
と
う
と
う
一
二
九
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
に
驚
く
。
師
は
死
し
て
な
お
導
い
て
お
ら
れ
る
。
　
浄
土
三
部
経
を
五
年
か
け
て
通
読
し
た
後
、鳩
摩
羅
什
訳
『
法
華
経
』（
岩
波
文
庫
）
を
各
自
の
関
心
に
基
づ
き
愚
直
に
読
み
続
け
て
い
る
。
今
年
は
「
化
城
喩
品
第
七
」
を
読
み
進
め
た
。
　
「
化
城
喩
品
」
は
如
来
の
説
法
を
主
題
と
す
る
。
内
容
は
二
つ
に
大
別
で
き
、
前
半
は
大
通
智
勝
如
来
の
成
道
か
ら
説
法
に
至
る
経
緯
を
描
き
、
後
半
は
如
来
の
巧
み
な
方
便
を
説
法
で
示
す
。
前
半
は
パ
ー
リ
律
蔵
大
犍
度
（
受
戒
犍
度
）
の
冒
頭
の
仏
伝
と
同
じ
テ
ー
マ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
大
い
に
借
用
し
て
い
る
。
パ
ー
リ
受
戒
犍
度
の
仏
伝
は
、
釈
尊
の
言
行
を
伝
え
る
数
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
素
材
と
し
て
早
い
時
期
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、
仏
伝
と
し
て
の
完
成
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
上
座
部
か
ら
連
綿
と
伝
持
さ
れ
、
現
在
で
は
、
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
（T
heravāda,
主
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
広
く
信
仰
さ
れ
、
パ
ー
リ
聖
典
を
奉
持
す
る
上
座
仏
教
）
の
最
重
要
な
聖
典
と
な
っ
て
い
る
。
　
パ
ー
リ
の
仏
伝
は
、
成
道
後
に
大
い
な
る
躊
躇
を
経
て
説
法
決
意
に
至
る
釈
尊
の
心
境
の
変
化
を
、
梵
天
勧
請
譚
を
用
い
て
劇
的
に
描
く
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
実
は
、
自
利
の
求
道
の
究
極
に
仏
陀
と
な
っ
た
釈
尊
が
自
利
の
聖
者
の
境
地
に
安
住
で
き
な
く
な
り
、
利
他
の
聖
者
へ
と
進
化
成
熟
す
る
課
程
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
自
利
の
聖
者
か
ら
衆
生
済
度
を
本
質
と
す
る
利
他
の
聖
者
へ
と
成
熟
す
る
進
化
の
過
程
を
、
仏
弟
子
た
ち
は
タ
タ
ー
ガ
タ
（tathāgata
）
の
語
で
表
現
し
た
。tathā+gata
「
そ
の
よ
う
に
進
ん
だ
」
の
意
味
で
採
用
さ
れ
た
こ
の
語
は
、
他
の
宗
教
指
導
者
と
は
異
な
る
特
質
を
具
え
た
釈
尊
そ
の
人
を
指
す
語
と
な
り
、
や
が
て
仏
教
の
最
高
の
聖
者
の
尊
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
人
仏
教
徒
は
「
如
去
」
の
訳
語
も
作
っ
た
が
、
真
理
（
如
、
真
如
）
に
到
達
し
た
後
で
「
如
よ
り
（
現
世
濁
世
に
）
還
り
来
た
」（tathā+āgata
）
聖
者
と
受
け
取
り
、「
如
来
」
の
訳
語
を
与
え
た
。
こ
の
訳
語
が
優
勢
に
な
っ
た
。
　
化
城
喩
品
で
は
十
六
人
の
息
子
た
ち
と
十
方
世
界
の
梵
天
王
た
ち
か
ら
勧
請
さ
れ
る
と
、
パ
ー
リ
と
異
な
り
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
説
法
を
決
意
す
る
。
bahujanahitāya bahu-janasukhāya loka-anukam
pāya
「
多
く
の
人
の
利
益
の
た
め
、
多
く
の
人
の
幸
福
の
た
め
、
世
間
を
憐
愍
し
て
」
と
パ
ー
リ
の
定
型
句
を
借
用
し
、
最
初
説
法
は
四
諦
の
十
二
行
相
と
十
二
因
縁
で
あ
る
が
、
八
正
道
の
教
え
は
な
い
。
　
如
来
は
雄
弁
に
説
法
す
る
。
迷
い
は
な
い
。
成
道
し
て
も
世
間
と
交
わ
ら
ず
、
沈
黙
を
守
る
孤
高
の
仏
陀
を
辟
支
仏
（pratyekkabuddha
）
と
法
華
経
は
批
判
す
る
。
一
乗
真
実
、
三
乗
方
便
と
い
う
主
張
は
こ
れ
で
あ
る
。
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真
宗
史
研
究
会
安
藤　
　
弥
　
二
〇
一
八
年
度
は
次
の
と
お
り
、
二
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。
第
一
回
目
（
通
算
第
三
八
回
）
　
【
日
時
】
五
月
十
二
日
（
土
）
一
六
時
～
一
七
時
三
〇
分
　
【
報
告
者
】
垣
内
健
克
氏
（
名
古
屋
大
学
卒
業
生
）
　
【
題
目
】「
三
河
真
宗
三
ヶ
寺
を
め
ぐ
る
中
世
史
料
論
」
第
二
回
目
（
通
算
第
三
九
回
）
　
【
日
時
】
七
月
十
二
日
（
木
）
一
六
時
～
一
七
時
三
〇
分
　
【
報
告
者
】
安
藤 
弥 
（
所
長
）
　
【
題
目
】「
三
河
大
浜
騒
動
を
め
ぐ
って
─
石
川
台
嶺
『
幽
囚
日
誌
』
の
基
礎
検
討
─
」
　
垣
内
氏
は
、
三
河
佐
々
木
上
宮
寺
の
末
寺
帳
史
料
群
を
丹
念
に
検
討
さ
れ
、
と
く
に
各
地
域
に
お
け
る
道
場
・
寺
院
の
変
遷
過
程
を
図
表
化
し
て
把
握
し
つ
つ
、
各
史
料
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。
安
藤
は
、
当
初
の
報
告
者
の
辞
退
に
よ
り
、
急
き
ょ
三
河
大
浜
騒
動
の
一
史
料
の
基
礎
検
討
を
提
示
し
た
。
　
次
年
度
も
引
き
続
き
二
回
程
度
の
研
究
会
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
研
究
会
藤
村　
　
潔
　
開
催
日　
4
／
27
、
5
／
28
、
7
／
9
、
8
／
6
、
9
／
19
、
10
／
22
、
　
　
　
　
　
11
／
26
、
12
／
14
、
1
／
21
　
参
加
者　
玉
井
威
、
藤
村
潔
、
岩
瀬
真
寿
美
、
中
川
剛
、
廣
田
万
里
子
　
本
研
究
会
で
は
、
鎌
倉
後
期
に
活
躍
し
た
華
厳
宗
の
示
観
房
凝
然
（
一
二
四
〇
─
一
二
三
一
）
の
文
献
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る
、
主
に
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
収
録
さ
れ
る
『
八
宗
綱
要
』
二
巻
（
二
十
九
歳
、
以
下
『
綱
要
』）
の
原
典
資
料
を
定
本
に
読
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
同
じ
く
凝
然
の
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
三
巻
（
七
十
二
歳
、
以
下
『
縁
起
』）、
同
時
代
の
存
覚
『
歩
船
鈔
』
二
巻
の
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。
　
今
年
度
は
「
法
相
宗
」
に
つ
い
て
の
教
理
と
歴
史
に
つ
い
て
思
想
史
的
に
究
明
し
た
。
今
日
性
相
学
、
法
相
唯
識
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
は
、
イ
ン
ド
求
法
の
旅
を
終
え
た
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
〇
、
六
〇
二
─
六
六
四
）
が
将
来
し
た
新
訳
文
献
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
そ
れ
以
前
に
真
諦
三
蔵
の
唯
識
文
献
が
現
存
す
る
が
、
玄
奘
の
登
場
に
よ
り
歴
史
上
「
古
唯
識
」
と
「
新
唯
識
」
が
厳
密
に
峻
別
さ
れ
た
。
　
凝
然
は
「
法
相
宗
」
の
教
義
に
対
し
て
要
領
よ
く
纏
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
昨
年
ま
で
研
究
を
取
り
組
ん
で
き
た
「
律
宗
」
の
分
量
と
は
、は
る
か
に
異
な
る
。『
綱
要
』
で
は
、
ま
ず
、
瑜
伽
行
唯
識
の
淵
源
を
イ
ン
ド
の
歴
史
か
ら
遡
及
し
、
そ
の
伝
承
が
中
国
・
日
本
で
は
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
─
六
八
二
）
の
「
法
相
唯
識
」
と
し
て
確
立
さ
れ
、
そ
の
教
系
が
鎌
倉
後
期
ま
で
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。『
綱
要
』
で
は
法
相
宗
の
主
要
教
理
を
、
三
時
教
判
、
五
姓
各
別
、
行
位
、
五
位
百
法
、
五
重
唯
識
、
唯
識
四
分
義
、
三
性
三
無
性
、
転
識
得
智
（
四
智
）
と
論
説
さ
れ
る
。
研
究
会
の
中
で
は
、
イ
ン
ド
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
視
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
も
そ
も
「
瑜
伽
行
唯
識
」
が
東
ア
ジ
ア
的
に
ど
の
よ
う
に
新
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
を
追
及
し
た
。
そ
し
て
特
に
関
心
を
集
め
た
の
は
、「
法
相
宗
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
は
、
玄
奘
の
思
想
と
い
う
よ
り
か
は
、
高
弟
の
慈
恩
大
師
基
が
『
成
唯
識
論
』（
六
五
九
年
訳
出
）を
中
心
と
し
た
教
義
に
よ
っ
て
思
想
が
形
成
さ
れ
た
学
派
、
つ
ま
り
、
法
相
教
理
の
大
半
は
基
の
著
作
に
基
づ
く
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
う
見
る
と
、
イ
ン
ド
の
瑜
伽
行
唯
識
と
東
ア
ジ
ア
に
伝
播
さ
れ
た
法
相
唯
識
と
の
間
に
は
思
想
史
的
に
懸
隔
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
が
本
年
の
研
究
会
に
よ
っ
て
判
明
さ
れ
た
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
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「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会
脊
古　
真
哉
　
「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会
（
小
島
惠
昭
・
大
山
誠
一
・
黒
田
龍
二
・
脊
古
真
哉
・
吉
田
一
彦
・
藤
井
由
紀
子
）
で
は
、
各
研
究
参
加
者
の
研
究
領
域
・
関
心
を
基
礎
に
、
幅
広
く
日
本
仏
教
・
日
本
宗
教
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
度
に
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
八
日
お
よ
び
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
四
日
に
研
究
会
を
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
四
日
・
二
五
日
の
両
日
に
現
地
踏
査
を
実
施
し
た
。
　
八
月
の
研
究
会
で
は
、
脊
古
の
「
役
小
角
伝
考
─
役
小
角
・
役
行
者
伝
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
─
」
の
報
告
が
、
一
一
月
の
研
究
会
で
は
①
脊
古
「
古
代
近
江
国
の
神
仏
交
渉
─
金
勝
寺
の
神
仏
交
渉
理
解
の
た
め
に
─
」
お
よ
び
②
山
下
立
氏
（
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
）「
神
像
彫
刻
の
特
質
─
近
江
の
作
例
を
中
心
と
し
て
─
」
の
い
ず
れ
も
近
江
国
の
神
仏
交
渉
を
対
象
と
す
る
2
本
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
両
日
と
も
研
究
参
加
者
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
参
加
を
も
得
て
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
二
〇
一
九
年
二
月
の
現
地
踏
査
は
滋
賀
県
米
原
市
・
近
江
八
幡
市
の
寺
院
・
神
社
・
仏
堂
・
博
物
館
等
を
踏
査
・
見
学
し
、
特
に
二
五
日
に
は
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
沖
島
に
渡
り
。
現
地
の
寺
社
・
資
料
館
を
踏
査
・
見
学
し
、
史
料
調
査
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
回
の
研
究
会
と
併
せ
て
、
近
江
国
を
中
心
と
す
る
神
仏
交
渉
に
つ
い
て
の
知
見
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
　
※
「
仏
教
教
育
研
究
会
」
は
本
年
度
よ
り
休
会
と
な
り
ま
し
た
。
教
行
信
証
学
習
会
吉
田　
暁
正
　
講　
　
師
：
張　
偉　
先
生
　
趣　
　
旨
：
漢
文
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む
　
会　
　
場
：
同
朋
学
園
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
2
Ｆ　
多
目
的
会
議
室
　
テ
キ
ス
ト
：
東
本
願
寺
刊
『
真
宗
聖
典
』（
必
要
に
応
じ
て
資
料
配
付
有
）
　
開 
催 
日　
二
〇
一
八
年　
5
／
24
、
6
／
28
、
7
／
26
、
9
／
27
、
10
／
18
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
22
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
九
年　
1
／
24
、
2
／
28
　
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
を
中
心
に
、
親
鸞
が
言
葉
の
中
に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
か
め
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、
親
鸞
の
言
語
表
現
、
文
字
へ
の
厳
密
さ
に
注
目
し
て
読
む
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
表
現
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
重
層
的
な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
読
解
を
進
め
て
い
る
。
　
今
年
度
は
、「
化
身
土
巻
」
の
三
願
転
入
に
つ
い
て
学
ぶ
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
読
み
進
め
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
様
々
な
疑
問
や
課
題
を
提
起
し
合
い
、
そ
の
問
題
を
手
掛
か
り
に
学
習
を
進
め
た
。
　
そ
の
中
で
、
特
に
、
現
生
正
定
聚
と
二
種
回
向
が
課
題
と
な
っ
た
。「
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
」
こ
と
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
、
そ
し
て
そ
こ
に
往
相
還
相
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
私
た
ち
に
と
っ
て
煩
悩
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
い
と
な
っ
た
。
煩
悩
具
足
の
私
が
、
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
て
念
仏
の
道
を
歩
む
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
い
を
尋
ね
て
い
く
た
め
に
、
今
後
は
、「
信
巻
」
に
お
け
る
王
舎
城
の
悲
劇
の
問
題
を
確
か
め
つ
つ
学
習
を
進
め
た
い
。
同朋大学佛教文化研究所報　第32号 12
二
〇
一
八
年
度
彙
報
《
研
究
所
構
成
メ
ン
バ
ー
》
所　
長　
　
　
　
安
藤 
弥
所　
員　
　
　
　
古
川
桂
（
人
文
学
科
）　
木
野
美
恵
子
（
社
会
福
祉
学
科
）
　
　
　
　
　
　
　
石
牧
良
浩
（
社
会
福
祉
学
科
）
所
員
・
幹
事　
　
市
野
智
行
（
仏
教
学
科
）
研
究
顧
問　
　
　
小
山
正
文　
蒲
池
勢
至　
小
島
惠
昭　
玉
井 
威
所
員
（
非
常
勤
）
藤
井
由
紀
子　
千
枝
大
志
客
員
所
員　
　
　
青
木 
馨　
飯
田
真
宏　
岩
瀬
真
寿
美　
大
山
誠
一　
大
艸 
啓
　
　
　
　
　
　
　
岡
村
喜
史　
北
畠
知
量　
ギ
ャ
ナ
・
ラ
ト
ナ　
工
藤
克
洋
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
龍
二　
嘉
木
揚
凱
朝　
脊
古
真
哉　
新
野
和
暢　
武
田 
龍
　
　
　
　
　
　
　
服
部 
仁　
藤
村 
潔　
ブ
レ
ニ
ナ
・
ユ
リ
ア　
松
金
直
美
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
暁
正　
吉
田
一
彦
客
員
研
究
員　
　
花 
栄　
川
村
伸
寛　
周 
夏　
高
木
祐
紀　
中
川 
剛　
松
山 
大
特
別
研
究
員　
　
日
比
野
洋
文
《
所
員
会
議
》
　
4
／
10
、
5
／
15
、
6
／
19
、
7
／
24
、
10
／
9
、
11
／
6
、
12
／
13
、
　
1
／
15
《
公
開
講
座
等
》
・
現
地
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
　
第
1
回　
7
／
8　
〔
講
師
〕
脊
古
真
哉
　
「
金
勝
寺
と
四
社
の
鎮
守 
─
御
上
神
社
・
兵
主
神
社
・
山
津
照
神
社
・
飯
道
神
社
」
　
第
2
回　
9
／
26　
〔
講
師
〕
藤
井
由
紀
子
　
「
神
宮
皇
后  
そ
の
伝
承
地
の
風
景
を
旅
す
る
─
福
井
県
敦
賀
半
島
・
常
神
半
島
」
《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
》　
（
会
場
＝
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
ｏ
）
・
前
期
（
7
／
11
～
7
／
19
）　
〔
担
当
〕
藤
井
由
紀
子
　
「
戦
時
下
の
中
国
仏
教
研
究
Ⅱ
─
石
壁
山
玄
中
寺
復
興
と「
小
笠
原
宣
秀
」資
料
─
」
・
後
期
（
11
／
7
～
11
／
20
）　
〔
担
当
〕
安
藤 
弥
　
「
点
字
で
読
む
経
典
・
書
物
─
福
祉
と
仏
教
の
歴
史
的
実
践
─
」
　
※
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
と
の
共
催
事
業
。
　
※
関
連
企
画
（
11
／
19
佐
賀
枝
夏
文
氏
（
大
谷
谷
大
学
名
誉
教
授
・
高
倉
幼
稚
園
園
長
）
と
安
藤
弥
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）
　
※
併
催
「
知
る
人
ぞ
知
る
！
同
朋
大
学
仏
教
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
《
史
料
調
査
活
動
》
・
真
宗
寺
院
史
料
調
査
　
　
9
／
11　
河
野
栄
泉
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
愛
知
県
一
宮
市
）
　
　
9
／
13　
浄
安
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
岐
阜
市
）
　
　
1
／
31　
法
林
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
京
都
府
福
知
山
市
）
　
　
2
／
12
～
14　
浄
嚴
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
）
＊
継
続
調
査
　
　
3
／
10
～
12　
本
誓
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岩
手
県
盛
岡
市
）
＊
継
続
調
査
《
特
別
活
動
》
・
日
本
仏
教
学
会
大
会
（
会
場
＝
同
朋
大
学
）
に
お
け
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
　
「
知
る
人
ぞ
知
る
！
同
朋
大
学
仏
教
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
　
〔
会
期
〕
9
／
4
（
火
）
～
5
（
水
）
＊
た
だ
し
台
風
に
よ
り
9
／
5
の
み
開
催
　
〔
会
場
〕
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
ｏ
・
伊
東
恵
深
著
『
親
鸞
と
清
沢
満
之 
真
宗
教
学
に
お
け
る
覚
醒
の
考
究
』
合
評
会
　
〔
日
時
〕
10
月
8
日
（
月
・
祝
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分
　
〔
会
場
〕
大
谷
大
学
慶
聞
館
Ｋ
3
0
9
教
室
　
※
内
容
・
詳
細
に
つ
い
て
は
紀
要
第
38
号
に
掲
載
。
・
そ
の
他
、
随
時
、
研
究
所
へ
の
学
術
的
来
訪
・
打
診
へ
対
応
。
